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1　9　9　6　年度活動方針

昨年度は、私たちの過去7年間にわたる会の活動の結果、日吉台地下壕の保

存につ．いて、ついに横浜市が動きだしました。しかし、昨年の日吉台地下壕保

存についての陳情に対する市の回答をみますと、r地下壕の保存は今後の課題

で時間をかけて検討していく適というだけで、「保存するか杏か」の結削こは
言及していません。

。。。カ・マンションの建設等の開発で、残された数少ない緑と共に、員垂な遺

跡が急速に破壊され‥　失われています。近代の遺跡の保有は、時間との戦いで

もあります・私たちは・このことを横浜市や神奈川県、慶応義塾やよび地域住
民などに強く訴え。日吉台地下壕の保存が一刻も早く決まるよう活動を促進し

なければなりません。そのため、下記の活動を進める必要があります。

○横顔綿や神奈川県号　慶応義臥地域の人々と（できれば定期的な）会合をも

ち・日吉台地下壕の保存についての話し合いを深める。また、あらゆる機会を
通して世論を喚起していく。

○学習会・見学会・講演会・シンポジウム・平和のための戦争展などを開催し、

日吉台地下壕、戦争と平和・近代遺跡の保存などについて知り知らせる活動を
行い、日吉台地下壕の保存の必要性をアッピールす・る．

0日吉台地下壕に関する調査研究を進め、史跡としての意義や価値の評価を高
めるように努力する。

○全国の友好団体との交流を進め・近代の遺跡の遺存状況や史跡指定状況ある

いは戦時中の資料を集めて展示した施設などの情報交換を行い、全図的な保存
の動きを把握するe

O日吉台地下壕の保存と平和資料館の建設に関して有効な活動は、これを横嶺
的に進める。

以上のような活動を通して・日吉台地下壕の恕備保存ならびに平和記念資料

館建設の実現に向けて努力します・会員の皆様のなお一局のご協力と、活動へ

のご参加をお願いいたします・　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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1996年6月4日．第38号（2）

戦
争
遺
跡
の
調
査
・
研
究
そ
し
て
保
存
・
活
用
を
考
え
る
た
め
に
菊
池
実

去
る
四
月
二
〇
日
の
第
八
回
総
会
で
講
演
さ
れ
た
菊
地
実
先
生
が

紙
面
の
都
合
で
抜
粋
し
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
e

「
明
日
へ
の
文
化
財
」
三
八
号
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
す
。

一
　
は
じ
め
に

一
九
九
五
年
三
月
、
文
化
庁
の
「
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
及
び

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
指
定
基
準
」
の
一
部
が
改
正
さ
九
、
第
二
次
世

界
大
戦
終
結
頃
ま
で
の
政
治
、
経
済
、
文
化
、
社
会
等
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
け
る
重
要
な
遺
跡
が
史
跡
指
定
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け

て
五
月
、
文
化
財
保
護
審
議
会
は
広
島
市
の
原
爆
ド
ー
ム
（
旧
広
島
県

産
業
奨
励
館
）
を
国
の
史
跡
に
指
定
す
る
よ
う
に
文
相
に
答
申
、
六
月

二
十
七
日
、
国
は
原
爆
ド
ー
ム
を
文
化
財
保
護
法
の
史
跡
に
指
定
し
た
。

そ
し
て
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
前
提
と
な
る
史
跡
指
定
が
決
ま
っ
た

こ
と
で
、
九
月
二
十
二
日
、
世
界
遺
産
条
約
の
「
世
界
遺
産
」
に
政
府

推
薦
さ
れ
た
。
「
人
類
史
上
初
め
て
使
用
さ
れ
た
核
兵
器
の
惨
禍
を
伝

え
、
時
代
を
越
え
て
核
兵
器
の
究
極
的
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
の
大

切
さ
を
訴
え
続
け
る
人
類
共
通
の
記
念
碑
」
と
い
う
理
由
か
ら
だ
。
原

爆
ド
ー
ム
は
九
六
年
十
二
月
に
開
か
れ
る
予
定
の
世
界
遺
産
委
員
会
で

登
録
の
可
否
が
決
定
さ
れ
る
。
　
（
略
）

二
　
戦
争
遺
跡
と
は

富
国
強
兵
と
そ
れ
に
伴
う
殖
産
工
業
は
、
明
治
白
本
の
近
代
化
を
推

進
す
る
た
め
の
重
要
な
国
策
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
富
国
強
兵
は
ア
ジ
ア

第
三
等
国
か
ら
欧
米
諸
国
の
よ
う
に
軍
事
的
強
国
へ
の
道
を
歩
む
う
え

で
最
大
の
目
標
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
行
き
着
く
と
こ
ろ
、
他
国
を
戦

場
と
し
、
他
国
の
民
衆
を
抑
圧
し
な
が
ら
領
土
獲
得
と
勢
力
圏
獲
得
を

目
的
と
し
た
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
侵
略
と
な
っ
た
。

こ
の
近
代
日
本
が
繰
り
返
し
た
侵
略
戦
争
と
、
そ
の
戦
争
遂
行
の
た

め
に
民
主
主
義
や
平
和
を
否
定
し
弾
圧
し
た
事
件
を
物
語
る
「
跡
」
や

「
物
」
を
特
に
「
戦
争
遺
跡
・
遣
物
」
と
呼
び
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
調

〈1）

査
や
研
究
を
「
戦
跡
考
古
学
」
と
呼
ん
で
い
る
。
「
戦
跡
」
は
本
来

「
戦
闘
の
あ
っ
た
跡
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
戦
争
関
係
の
遺
構
や

事
件
の
跡
地
な
ど
、
広
く
戦
争
に
か
か
わ
る
遺
跡
を
包
含
し
て
い
る
。
（
略
）

と
こ
ろ
で
、
具
体
的
な
戦
争
遺
跡
・
遺
構
と
な
る
と
、
国
内
に
あ
っ

（6）

て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

①
政
治
・
行
政
関
係
―
陸
軍
省
・
海
軍
省
な
ど
中
央
官
軍
師
団
司

令
部
、
連
隊
本
部
な
ど
の
地
方
官
衙
）
陸
軍
病
院
、
陸
軍
学
校
、
研

究
所
な
ど
。

②
軍
事
・
防
衛
関
係
―
要
塞
（
保
塁
砲
台
）
、
高
射
砲
陣
地
、
飛
行

場
、
陸
軍
演
習
場
、
練
兵
場
、
通
信
所
、
軍
港
、
洞
窟
陣
地
、
特
攻

基
地
、
退
避
壕
、
試
射
場
な
ど
。

⑧
生
産
関
係
―
陸
軍
造
兵
廠
、
航
空
機
製
作
工
場
な
ど
の
軍
需
工
場
、

経
済
統
制
を
受
け
た
工
場
、
地
下
軍
需
工
場
な
ど
。

④
戦
闘
地
・
戦
場
関
係
―
硫
黄
島
、
沖
縄
諸
島
な
ど
の
戦
闘
が
行
わ

れ
た
地
域
、
地
点
。
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
な
ど
の
空
襲
被
災
地
・

広
島
・
長
崎
の
原
爆
に
よ
る
被
爆
地
も
広
義
な
戦
場
と
し
て
含
む
。

⑤
居
住
地
関
係
－
外
国
人
強
制
連
行
労
働
者
居
住
地
、
防
空
壕
、
俘

虜
収
容
所
な
ど
。

⑥
埋
葬
関
係
―
陸
軍
墓
地
、
海
軍
墓
地
、
捕
虜
墓
地
な
ど
。

⑦
交
通
関
係
―
軍
用
鉄
道
軌
道
、
軍
用
道
路
な
ど
。

⑧
そ
の
他
f
航
空
機
の
墜
落
跡
な
ど
。
　
　
（
略
）

三
　
戦
争
遺
跡
の
調
査
・
保
存
運
動

前
記
の
分
類
に
基
づ
い
て
、
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
代
表
的
調
査
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例
や
保
存
運
動
の
取
り
組
み
を
編
介
す
る
。
　
　
（
略
）

②
軍
事
・
防
衛
関
係

横
浜
で
は
日
吉
台
地
下
壕
（
連
合
艦
隊
司
令
部
壕
等
）
の
保
存
運
動

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
九
八
九
年
に
「
日
吉
台
地
下
壕
保
存
の
会
」

（
代
表
者
・
鮫
島
重
俊
）
が
結
成
さ
れ
、
現
在
ま
で
に
見
学
会
、
講
習

会
、
映
画
会
、
展
示
会
等
の
活
動
を
行
い
保
存
を
訴
え
て
い
る
。
（
略
）

こ
の
よ
う
な
戦
争
遺
跡
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
跡

が
形
成
さ
れ
た
歴
史
的
背
景
を
地
域
や
日
本
全
体
の
動
き
の
中
で
把
握

し
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
を
考
え
る
視
点
が
重
要

と
な
る
。
戦
争
遺
跡
は
近
代
日
本
の
歴
史
を
考
え
る
場
合
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
遺
跡
と
な
ろ
う
。

四
　
戦
争
遺
跡
を
め
ぐ
る
問
題

現
在
、
近
世
考
古
学
の
分
野
は
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
た
が
、
近
現
代
考
古

学
の
分
野
と
な
る
と
、
そ
れ
自
身
ま
だ
体
系
化
し
て
お
ら
ず
、
問
題
意

（32）

識
に
応
じ
て
必
要
な
分
野
を
や
っ
て
い
く
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
こ
の

問
題
意
識
の
中
か
ら
「
戦
跡
考
古
学
」
が
登
場
し
、
ま
た
「
産
業
考
古

学
」
も
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
分
野
の
調
査
研
究
・
保
存
活
用
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
最

大
の
問
題
点
は
何
か
。
そ
れ
は
文
化
庁
が
「
近
・
現
代
の
埋
蔵
文
化
財
」

の
不
認
知
行
政
を
維
持
し
な
が
ら
全
国
で
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
「
近

代
化
遺
産
総
合
調
査
」
と
、
今
回
の
「
近
代
の
遺
跡
の
保
護
に
つ
い
て
」

（33）

矛
盾
す
る
点
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
矛
盾
の
解
消
に
は
、

す
で
に
文
全
協
の
「
戦
争
遺
跡
を
保
存
す
る
決
議
」
の
中
で
指
摘
し
て

い
る
「
文
化
財
保
護
行
政
で
取
り
扱
う
周
知
の
遺
跡
の
対
象
も
従
来
の

近
世
ま
で
を
拡
大
し
て
、
近
現
代
の
戦
争
遺
跡
や
産
業
遺
跡
な
ど
を
積

極
的
に
登
録
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
」
る
。
も
ち
ろ
ん
、
戦
争
遺

跡
や
産
業
遺
跡
を
埋
蔵
文
化
財
と
す
る
か
ら
に
は
、
同
時
代
の
あ
ら
ゆ

る
活
動
の
痕
跡
も
ま
た
壊
蔵
文
化
財
と
し
て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現
代
ま
で
埋
蔵
文
化
財
対
象
幅
と
す
る
社
会
的

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
る
の
か
と
の
指
摘
、
さ
ら
に
発
掘
調
査
件
数

の
膨
大
な
増
加
、
経
費
、
人
的
問
題
、
開
発
行
為
へ
の
影
響
も
懸
念
さ

（34）

れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
近
代
（
明
治
維
新
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦

終
結
頃
）
に
つ
い
て
は
、
広
汎
な
ひ
と
び
と
の
関
心
の
高
ま
り
が
あ
り
、

こ
の
時
代
を
取
り
込
む
こ
と
に
つ
い
て
は
も
は
や
異
論
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
略
）

五
　
お
わ
り
に
―
戦
争
遺
跡
の
活
用
に
向
け
て

原
爆
ド
ー
ム
を
は
じ
め
朝
鮮
人
・
中
国
人
の
強
制
連
行
・
強
制
労
働

に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
戦
時
地
下
壕
は
、
継
承
し
て
は
な
ら
な
い
過
去

文
化
の
遺
産
、
し
か
も
忘
れ
て
は
な
も
な
い
事
実
の
厳
粛
な
モ
ニ
ュ
メ

（35）

ン
ト
で
あ
る
。
さ
ら
に
身
近
な
地
域
の
中
に
埋
も
れ
た
戦
争
遺
跡
の
数
々

は
、
か
つ
て
日
本
国
民
が
経
験
し
た
も
っ
と
も
大
き
な
戦
争
体
験
の
風

化
を
防
ぎ
、
そ
し
て
戦
中
・
戦
後
を
含
む
ア
ジ
ア
詰
国
民
の
癒
し
が
た

い
労
苦
（
植
民
地
支
配
と
侵
略
戦
争
の
被
害
）
に
思
い
を
馳
せ
、
心
に

刻
み
、
過
ち
を
再
び
犯
さ
な
い
た
め
に
戦
争
の
実
相
を
伝
え
、
平
和
の

貴
さ
を
後
世
へ
継
承
す
る
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。
（
略
）

戦
争
遺
跡
の
活
用
、
そ
の
活
用
に
は
真
の
「
戦
争
責
任
」
を
不
問
に

す
る
限
り
意
殊
が
な
く
な
る
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
、
簡
単
に
ま
と
め

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
地
方
自
治
体
の
遺
跡
・
文
化
財
と
し
て
登
録
し
、
早
急
な
史
跡
指

定
を
行
い
、
歴
史
教
育
、
不
再
戦
・
平
和
教
育
の
教
材
と
し
て
の
活
用
。

②
近
現
代
史
の
地
域
史
作
成
の
た
め
の
活
用
。

⑨
平
和
的
文
化
的
な
ま
ち
づ
ぐ
り
の
拠
点
と
し
て
の
活
用
と
、
そ
れ

に
連
動
し
た
資
料
館
建
設
の
運
動
。
市
民
が
歴
史
と
連
帯
の
中
で
生
き

ら
れ
る
場
の
構
築
、
そ
の
た
め
の
平
和
（
戦
争
）
博
物
館
な
り
資
料
館

建
設
で
あ
る
。

今
回
の
特
集
が
契
機
と
な
り
、
す
で
に
判
明
し
て
い
る
遺
跡
ば
か
り

で
な
く
、
埋
も
れ
て
い
た
遺
跡
の
発
掘
と
事
実
の
究
明
に
、
考
古
学
関

係
者
や
文
化
財
関
係
者
の
積
極
的
な
役
割
が
望
ま
れ
る
。
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1995年度活動報告　（案）

1995年は、戦後50年に当たり、世界で日本で様々な行事が行なわれま

した。私たち一。日吉台地下壕保存の会坪もr袈3回横浜川崎平和のための係争

展95題を行ないました。またー95かながわ平和のための戦争展題に参加し

ました。貸し出した写真パネルが号　神奈川や東京の各地で何回も展示されまし

た。J“第6回朝鮮人・中国人強制連行・強制労働を考える全国交流集会tや神

奈川県高等学校教科研究会社会科部会による“戦後50年シンポジウム’”。など

にも参加し、地下壕の保存連動について説明しました。

・また、地下壕のことが幾つかの中学”高校の文化祭にも取り’上げられ―関心

を持つ若者も徐々に出てきました．地下壕の詳しい調査が慶応高校の生徒によ

ってなされ、正確な地図もできました。日吉台地下壕の掘削にたすきわった朝

鮮人労働者の死亡者についても新たな証言が得られました。

地下壕見学会は、28回におよび号　約900名の人々を地下壕に案内しまし

た・

横保存の会の現状は、個人会員が約500名、団体会＿貞15となっています。

還皆委員会6臥幹事会5回開催し・会報は5回発行しました。

1995年度の活動で特筆すべきことは、r（旧海軍）連合艦隊司令部日吉

台地下壕の保存を求める陳情」の署名運動を9月末から11月未にかけて実施

し、横浜市と神奈川県に16000名余の署名簿をそえて陳情書を提出跡したこ

とです。日吉駅前での街頭署名も2回行いました。会員の皆様をはじめ、これ

までの行事に参加してくださった方々号多くの団体のご協‾力により、予想を通。

かにこえる署名が集まりました。署名活動や日吉台地下壕に関しては、全国版

や地方版のかたちで、産経新聞、朝日新聞、神奈川新開、読売新聞・毎日新風

中国新聞、信濃毎日新聞、東京新局、横浜縁港北新報等で報道されました。

昨年は、3月に近代の遺跡の保護について「史跡名勝天然記念物指定基準一

部改正」があったことと、戦後50年ということもあって音名のタイミングも

よく、横浜市も動きだし、今年の1月に文化財課長と深見2名及び土木専門の

方が、実状調査のため地下壕に入りました。

また、3月21日付で横浜市から次のような先の陳悟に対する回答が寄せら

れました．

rさきにに陳情のありましたことについて．次の通りお答えします．

近代の遺跡の遺存状況は、現段階では・国・地方‾自担体・とも十分には把握で

きていません。このため、近代の遺跡の遺存状況については、今後・全国的な

調査を実施する必要があります。本市においても、近代の遺跡の基本的な分布

調査については1時間をかけて検討していく課題であると考えています・した

がって、日吉台地下壕の整理・公開は号今後の諌題とさせていただきます。

この旨ご了承いただき、貴会の皆様によろしくお伝えください・―

－．日吉台地下壕ゐ保存について、今までの要望書の回答に比べていくらか調進

した感じがなくもありませんが、今後の深層とするというだけで依燃として厳

しい状況が続くことに変わりがありません。市や県の動きを注意深く見守りな

がら、慶応義塾に働きかけ、さらに粘り強く活動を続けていく必要があります・
以上
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1995年度決算報告　（単位は円）

1 9 9 5年度予算 1 9 9 6年度決算 備　考

収入の部

会　費 4　0 0 0 0 0 4 1 1 8 9 0 2 6 2名納入

ルフ・坪摘出・見学会掴

カンパ 0 5 0 0 0

事業益 0 2　5 3 0 7 2

雑　費 0 8 1 6 利息

繰越金 8 0　3 18　6 8°0 3 1 8 6

合計 1 2 0 3 1 8 6 1 4 7 3 9 6 4

支出の部

一　会緩☆ 10 0 0 0 0 1．0 5 5 5 3 各種会合費

l　諺務賛 6 0 0 0 0 3 7 1 9 1 事務用品費

印刷麓 14 0 0 0 0 8 3 2 2 2 会報・署名用紙等

通信費 3 5 0 0 0 0 4 7 3 7　6 0 会報・署名用紙郵送代

交流会”調査等

食料費 5 0 0 0 0 0

交通費 1 5　0 0 0 0 7 1 6 7 0

謝　礼 ．10 0 0 0 0 9 8 3 2 講演・調査等
予備幾 2 5 3 1 8 6 2 3 2 6 6 6 棉金・絵融キ・署名活動等‾

「 竺＿＿地竺

―錮 残商

1 2 0 3 1 8 6 1 0 1 3 8 9 4

0 4 6 0 0 7 0 　　　 」

以上の通り報告します．

日吉台地下壕保存の会事務局長　　寺田貞治印
1996年4月14日

この報告により収支を監査したところ適正に処理されていることを認めます．

会計監査　　森山高行　印
会計監査　　天野喬子‾印ノ

1996年度予算
（単位は円）

収 入 の 部 支 出 の 部

80 0 0 0会　 費 2 60 0 0 0 2 50 人 × 10 00 円 会 識 費 各 線 会 合 費

カ ンパ 0 事 務 費 40 0 0 0 事 務 用 晶 等

事 業 益 0 印 刷 場 lm O O O 会 報 等

嫌　 費 e 通 信 費 調川00 0 会 報 郵 送 費 等

・綿 越 金 4 6 00 m 資 料 費

謝　 礼

交 通 費

予 備 費

2 0 00 0

5 0 00 0

川 0 00 0

3 0 の 0

書 籍 等

講 演 、 調 査 等

交 流 会 、 調 査 等

賛 同 金 等
買料1 ‾計 I 72 00 70 合　 ‾針 72 0 調 0

【補足説明1収入の会費収入は11995年度の会費納入者が約260人なの

で．1000円×260人種260000円　とした・
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連
載
日
吉
台
地
下
壕

当
時
の
関
係
者
の

思
い
出
話
　
1
5

日
吉
の
日
々
　
7

元
海
軍
人
事
局
主
計
兵
曹
長
の

若
林
氏
に
伺
い
ま
す

若
林
　
繁
雄
氏
の
話

（
き
き
て
：
寺
田
貞
治
）

昭
和
一
一
年
、
一
九
才
の
時
に

志
願
し
て
海
軍
に
入
っ
た
。
海
軍

の
宣
伝
に
乗
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
も
あ
る
が
、
海
軍
は
技
術
を
修

得
す
る
関
係
上
、
勤
務
年
限
も
三

年
と
長
い
の
で
、
早
く
入
っ
て
早

く
除
隊
し
よ
う
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
た
。昭
和
一
八
～
二
〇
年
は
、
成
績

が
あ
る
程
度
あ
れ
ば
入
れ
た
が
、

以
前
は
難
し
く
、
な
か
な
か
入
れ

な
か
っ
た
。
海
軍
経
理
学
校
は
視

力
が
〇
・
八
位
あ
れ
ば
入
る
資
格

が
あ
っ
た
の
で
特
に
難
し
か
っ
た
。

海
軍
兵
学
校
も
難
し
か
っ
た
。

昇
進
は
外
部
か
ら
テ
ス
ト
を
受
け

て
入
っ
た
ほ
う
が
早
か
っ
た
。

品
川
に
下
宿
し
、
霞
ヶ
関
の
海

軍
省
人
事
局
に
通
っ
て
い
た
。
空

襲
で
海
軍
省
も
危
な
い
と
い
う
の

で
、
昭
和
二
〇
年
三
月
一
〇
日
の

東
京
大
空
襲
の
前
に
人
事
局
の
大

部
分
が
日
吉
に
移
っ
た
。
間
も
な

く
海
軍
省
が
焼
け
た
こ
と
を
聞
い

た
。
日
吉
で
爆
撃
を
受
け
た
記
憶

は
な
い
。

人
事
局
に
は
二
〇
〇
人
位
の
人

が
い
た
。
軍
人
は
高
校
校
舎
の
北

側
の
二
階
に
宿
泊
し
て
い
た
。
鉄

製
の
二
段
ベ
ッ
ド
が
あ
っ
た
。
理

事
生
は
女
子
学
習
院
高
等
科
の
女

子
で
、
一
〇
人
位
い
た
。
こ
の
中

に
海
軍
大
臣
島
田
繁
太
郎
の
二
人

の
娘
が
い
た
。
旧
華
族
の
娘
も
い

た
。
民
間
の
女
子
挺
身
隊
と
し
て

と
ら
れ
る
よ
り
よ
い
の
で
、
学
習

院
な
ど
の
お
嬢
さ
ん
達
が
来
て
い

た
。
彼
女
た
ち
は
家
か
ら
通
っ
て

い
た
。私
は
士
官
待
遇
で
あ
っ
た
。
正

確
に
は
準
士
官
（
主
計
兵
曹
長
）

で
、
陸
軍
の
準
尉
に
相
当
し
た
。

海
軍
で
は
特
務
士
官
以
下
の
下

士
官
・
兵
の
人
事
は
、
鎮
守
府
で

や
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
上
に
な

る
と
、
人
事
局
や
海
軍
省
で
や
っ

た
。
人
事
局
は
士
官
（
予
備
士
官

も
含
む
）
の
人
事
を
中
心
に
扱
っ

た
。
少
佐
以
上
の
人
事
は
海
軍
省

で
扱
っ
た
。

人
事
局
は
海
軍
の
学
校
で
職
種

別
に
教
育
さ
れ
た
人
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
鎮
守
府
か
ら
の
要
請
に
基
づ

い
て
割
り
振
り
し
た
。
ま
た
、
軍

令
部
や
軍
務
局
か
ら
、
職
種
別
・

階
級
別
に
充
員
の
命
令
が
来
る
と
、

各
鎮
守
府
や
学
校
に
指
示
し
て
、

人
の
割
り
振
り
を
し
た
。
電
話
で

所
定
の
人
を
出
せ
出
さ
な
い
と
や

り
取
り
し
な
が
ら
調
整
し
て
い
っ

た
。
つ
ま
り
部
隊
編
制
の
人
を
当

て
は
め
る
仕
事
で
あ
っ
た
。

私
は
充
員
計
画
と
い
っ
て
兵
員

の
割
り
振
り
を
す
る
仕
事
を
し
て

い
た
。
下
士
官
を
担
当
し
た
。
鎮

守
府
に
下
士
官
の
履
歴
書
が
あ
り

充
員
の
指
令
を
出
し
た
り
し
た
。

地
下
壕
に
は
校
舎
を
出
て
し
ば

ら
く
歩
き
、
少
し
下
が
っ
た
所

（
現
第
八
校
舎
の
北
側
）
か
ら
入

っ
た
。
真
中
に
広
い
部
屋
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
蛸
の
足
の
よ
う
に
の
び

て
出
入
口
に
続
い
て
い
た
。
地
下

壕
の
中
は
湿
気
が
多
く
、
通
風
は

良
く
な
か
っ
た
。

朝
八
時
に
な
る
と
地
下
壕
に
行

き
、
夕
方
ま
で
仕
事
を
し
た
。
衝

立
の
向
う
に
人
事
局
長
（
川
合
巌

・
少
将
）
の
部
屋
が
あ
っ
た
。

昼
食
は
麦
飯
と
福
神
漬
と
味
噌

汁
、
時
々
魚
肉
な
ど
が
あ
り
、
そ

ん
な
に
悪
く
な
か
っ
た
。
校
舎
の

中
で
皆
で
食
べ
た
。
場
所
は
覚
え

て
い
な
い
。

日
吉
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
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る
こ
と
は
、
昭
和
二
〇
年
七
月
に

皆
で
酒
を
飲
ん
で
、
戦
況
を
話
し

合
っ
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

私
が
「
日
本
は
早
く
手
を
上
げ
た

ほ
う
が
よ
い
。
ド
イ
ツ
は
も
う
少

し
早
く
手
を
上
げ
て
い
れ
ば
焼
か

れ
な
か
っ
た
」
と
特
務
中
尉
に
言

う
と
「
そ
ん
な
軽
率
な
こ
と
を
言

っ
ち
ゃ
い
か
ん
。
戦
意
を
喪
失
す

る
。
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
奴
は
軍

刀
で
叩
き
斬
る
」
と
怒
っ
た
。
私

は
す
ぐ
そ
の
場
を
離
れ
た
。
そ
ば

に
い
る
人
が
止
め
に
入
っ
て
い
た
。

敗
戦
後
、
特
務
少
尉
に
「
僕
が

言
っ
た
通
り
に
な
っ
た
で
は
な
い

か
、
ど
う
せ
負
け
る
な
ら
早
く
手

を
上
げ
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
で
は

な
い
か
」
と
言
う
と
少
尉
は
苦
笑

い
し
て
い
た
。

ま
た
、
昭
和
二
〇
年
八
月
九
日

ソ
連
が
参
戦
し
た
日
、
人
事
局
長

川
合
少
将
の
所
に
「
軍
令
部
第
三

部
（
情
報
部
）
か
ら
電
報
を
届
け

に
参
り
ま
し
た
」
と
第
三
部
の
少

尉
が
差
し
出
し
す
と
「
あ
あ
そ
う

か
」
と
言
い
、
電
報
を
見
て
「
広

島
も
や
ら
れ
た
し
、
日
本
は
も
う

戦
争
を
や
め
な
き
や
い
か
ん
な
」

と
言
っ
た
。
少
尉
は
「
ハ
イ
」
と

言
っ
て
サ
イ
ン
を
も
ら
っ
て
帰
っ

て
言
っ
た
。
近
く
で
こ
の
や
り
取

り
を
聞
い
て
い
て
強
く
印
象
に
残

っ
て
い
る
。

負
け
て
き
た
と
感
じ
た
の
は
、

山
本
五
十
六
連
合
艦
隊
司
令
長
官

が
戦
死
し
た
時
で
あ
る
。
戦
死
は

す
ぐ
に
発
表
さ
れ
ず
、
一
ヵ
月
位

た
っ
て
公
表
さ
れ
た
。
国
民
が
動

揺
す
る
の
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

米
国
は
長
官
機
を
撃
墜
し
た
と
放

送
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
が
分
っ

て
い
る
こ
と
が
、
日
本
で
は
分
っ

て
い
な
か
っ
た
。
私
は
情
勢
を
総

合
し
て
長
官
の
戦
死
を
理
解
し
た
。

通
信
な
ど
特
殊
技
能
者
が
や
ら

れ
る
の
で
補
充
が
大
変
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
兵
の
補
充
に
飛
行
機
が

必
要
だ
が
、
上
官
が
乗
る
の
で
兵

士
は
乗
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
仕

方
な
く
船
で
送
る
途
中
撃
沈
さ
れ

た
。
こ
れ
が
繰
り
返
え
さ
れ
た
。

大
松
中
佐
（
三
重
県
出
身
）
に

「
兵
を
送
っ
て
も
届
か
な
い
。
命

を
無
駄
に
し
て
し
ま
う
」
と
食
下

が
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
中
佐
は

反
論
し
な
か
っ
た
。
そ
ば
に
い
た

大
佐
が
「
そ
の
位
で
い
い
で
は
な

い
か
」
と
中
に
入
っ
た
。
中
佐
は

軍
令
部
か
ら
要
求
さ
れ
る
の
で
困

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

（
生
協
ニ
ュ
ー
ス
教
職
員
版
第
五

二
号
よ
り
抜
粋
転
載
）
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運

営

妻

員

会

第
六
回

四
月
一
一
日
一
八
時
～

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー

報
告
二
　
三
月
三
〇
日
9
6
平
和
の
た
め

の
戦
争
展
か
な
が
わ
第
一
回
実
行

委
員
会
参
加

二
、
四
月
六
日
三
田
会
（
幸
治
氏

企
画
）
に
よ
る
見
学
会
二
九
名
参

口力三
、
同
七
日
蟹
ヶ
谷
通
信
隊
地
下

壕
を
保
存
す
る
会
主
催
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
参
加
、
約
九
〇
名
参
加

四
、
同
九
日
会
報
三
七
号
（
六
日

発
行
）
の
発
送
作
業
．

五
、
四
月
一
〇
日
港
北
区
区
政
推

進
課
長
、
企
画
調
整
係
長
に
面
会
、

市
へ
整
備
保
存
を
要
請
し
て
欲
し

い
旨
要
望
す
る

六
、
四
月
二
日
第
六
回
運
営
委

員
会
開
催

議
事
寺
田
事
務
局
長
退
席
。

今
後
の
長
期
展
望
を
話
合
う
。

総
会
資
料
を
検
討
す
る
。

幹
事
会
報
出
口
第
一
回

五
月
一
〇
日
一
八
時
半
～

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー

報
告
一
、
四
月
二
〇
日
第
八
回
総
会

開
催

二
、
同
一
二
日
鶴
見
・
港
北
の
親

子
劇
場
の
会
に
よ
る
見
学
会
館
二

二
名
、
子
二
三
名
参
加

三
、
同
二
二
日
「
9
6
平
和
の
た
め

の
戦
争
展
1
n
よ
こ
は
ま
」
実
行
委

員
会
参
加

四
、
五
月
八
日
「
同
L
第
二
回
実

行
委
員
会
参
加

五
、
同
一
〇
日
第
一
回
幹
事
会
開

催義
事
▼
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

＊
聞
取
り
調
査
や
資
料
の
収
集
を

積
極
的
に
行
な
う

＊
慶
応
義
塾
、
港
北
区
、
横
浜
市

と
の
会
合
を
も
ち
た
い
な
ど

▼
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
に
つ
い

て＊
「
9
8
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
i
n

よ
こ
は
ま
」
五
月
二
四
～
二
六
日

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
（
旧
県

政
総
合
セ
ン
タ
ー
）

＊
「
9
6
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
か

な
が
わ
し
七
月
二
五
～
二
八
日

鎌
倉
芸
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
l

以
上
、
双
方
に
参
加
す
る

＊
「
9
6
横
浜
川
崎
平
和
の
た
め
の

戦
争
展
」
九
月
ニ
ー
～
二
三
日

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー

日
程
と
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地下壕保存の会運営

委員・会計監査

（アイウエオ順）

会長　　　鮫島　重俊

副会長　　薄井　芳夫

田辺　和男

東郷　秀光

事務局長寺田　貞治

幹事　　　壱岐　尚子

大西　章

岡上　そう

小園　優子

亀岡　敦子

喜田美登里

佐相　康雄

白鶴　邦子

谷藤　基夫

遠山　孝治

中沢　正子

橋本ミチ子

林　　ちづ

茂呂　秀宏

会計監査　天野　喬子

森山　高行

顧問　　　秋本　謙三

永声多喜雄

佐藤　林平

田辺　昇



96平和のための戦争展かながわ

実施要項

（1）「96戦争展」実施要項について

◆名称「96平和のための戦争展かながわ」

◆とき7月25日（木）午後2時～午後7時

7月26日（金）午前10時～午後7時

7月27日（土）午前10時～午後7時

7月28日（日）午前10時～午後5時

◆ところ鎌倉芸術館ギャラリー

◆入場料無料

◆主催「96平和のための戦争展かながわ」実行委員会

◆後援（神奈川県／県教育委員会／鎌倉市／マスコミ各社に申請中）

◆事務局横浜市中区桜木町3－9平和と労働会館6F

電話045（212）5855

（2）「96平和のための戦争展かながわ」企画（案）について

（A）展示企画のポイント

①「96戦争展」へのいざない

②戦時中の県民の生活

③戦時中の教育と子どもたち（学童疎開・勤労動員）

④横浜・川崎など神奈川め空農

⑤15年戦争の加害の実相．

⑥広島・長崎の被爆の実相

⑦本土決戦と沖縄戦

⑧本土決戦と神奈川

（訃船と戦争―戦没船の記録

⑳戦争を伝える－戦跡の保存（日吉台地下壕など）

⑧日本国憲法公布50年

⑳神奈川の基地

⑳核兵器のない世界を

（B）イベントの企画（案）

①ビデオ（アニメ映画など）上映

②戦争体験を語る

③講演・文化行、事（平和コンサート、朗読劇など）


